
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。
訪
問
支
援
は

指
導
主
事
の
派
遣
に
加
え
、
本
年
度
か

ら
言
語
聴
覚
士
の
派
遣
も
可
能
に
し
た
。

（
教
育
長
）

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
と

 

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
の
整
備

渡
辺　

和
光

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
早
期
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
単
独
の
補
助
制
度
を
設
け
る
べ
き
で

あ
る
。
地
域
活
動
補
助
金
の
設
備
整
備

補
助
で
対
応
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も

枠
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●地域活動補助金
　地域の自主的・主体的なまち
づくり活動の取り組みを促進す
るため、地域コミュニティ協議
会、自治会、ＮＰＯが行う地域
課題解決を図る活動や、地域活
動に必要な備品取得に対して補
助を行うもの。
　（補助限度額：地域活動補助
は原則20万円、設備整備補助は
30万円）

　
　

補
助
制
度
創
設
に
つ
い
て
は
先
行

都
市
の
調
査
を
進
め
る
が
、
既
存
の
補

助
制
度
で
も
地
域
に
と
っ
て
有
効
な
も

の
と
な
る
よ
う
審
査
項
目
を
見
直
す
な

ど
具
体
的
な
改
善
を
検
討
す
る
。

 　
　

市
長
は
「
鳥
屋
野
潟
南
部
地
区
の

開
発
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
を

拡
張
す
る
と
い
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
も
あ
っ

て
い
い
」
と
し
て
お
り
、
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
の
競
技
力
向
上
や
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
大

会
の
受
け
皿
と
な
る
ア
リ
ー
ナ
の
整
備

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

ア
リ
ー
ナ
は
一
定
の
需
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
県
立
ア
リ
ー
ナ
建
設

の
動
向
を
注
視
し
、
建
設
が
具
体
化
し

た
際
は
誘
致
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
と
だ
と
思
う
。
市
民
の
信
頼
を
勝
ち

取
る
に
は
、
情
報
公
開
を
果
た
す
こ
と
、

行
動
力
を
持
つ
こ
と
、
約
束
を
守
る
こ

と
の
３
点
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

市
民
の
信
頼
を
得
る
に
は
、
そ
の

３
点
が
必
ず
し
も
必
要
十
分
条
件
だ
と

は
思
わ
な
い
。
市
民
と
約
束
し
た
施
策

を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

 　
　

本
市
の
こ
こ
10
年
間
の
財
政
力
指

数
は
、
平
成
19
年
度
０
・
７
１
２
か
ら

現
在
０
・
７
３
９
と
若
干
改
善
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
10
年
前
と
比
較
し
て
基

準
財
政
収
入
額
が
変
わ
ら
な
い
中
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
振
替
額
が
増
え
た
か

ら
で
、
増
え
な
け
れ
ば
逆
に
０
・
６
３

８
と
下
が
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

●財政力指数
　地方公共団体の財政力の
強弱を示す指標として用い
られるもので、普通交付
税の算定に用いる基準財政
収入額を基準財政需要額で
除して得た数値の３年間の
平均。数値が１以上の場合
は、標準的な財政需要以上
に税収などの収入が得られ
ると考えられる。

　
　

数
値
が
改
善
し
た
要
因
に
は
、
基

準
財
政
収
入
額
が
一
定
の
中
、
臨
時
財

政
対
策
債
へ
の
振
替
額
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
基
準
財
政
需
要
額
が
減
少

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

国
家
戦
略
特
区
に
関
す
る
要
望
書
と

 

新
バ
ス
シ
ス
テ
ム

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

加
計
学
園
問
題
の
焦
点
は
選
定
プ

ロ
セ
ス
の
不
透
明
性
や
疑
念
で
あ
る
が
、

地
方
創
生
担
当
大
臣
宛
て
の
篠
田
市
長

な
ど
の
要
望
書
で
は
そ
の
点
を
棚
上
げ

し
た
中
身
に
な
っ
て
い
る
。
問
題
の
議

論
で
特
区
が
停
滞
し
、
本
市
に
と
っ
て

も
迷
惑
だ
と
考
え
る
の
な
ら
、
政
権
サ

あ
る
と
し
て
い
る
。
本
数
は
事
業
者
の

運
行
計
画
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
も
の
。

新
潟
市
の
食
料
自
給
率
と

 

若
者
の
農
村
移
住
の
推
進

内
山　

則
男

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

国
の
食
料
自
給
率
は
長
年
39
％
を

維
持
し
て
き
た
が
、
昨
年
度
は
38
％
に

低
下
し
た
。
実
数
値
は
37
・
58
％
で
あ

り
、
実
質
的
に
は
２
ポ
イ
ン
ト
近
く
ダ

ウ
ン
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
本
市
の
自

給
率
の
変
化
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　

国
と
異
な
り
数
値
未
公
表
の
農
畜

産
物
な
ど
を
除
く
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の

試
算
値
だ
が
、
平
成
27
年
度
の
自
給
率

は
少
な
く
と
も
63
％
を
確
保
し
て
い
る
。

 　
　

若
者
の
農
業
就
労
に
向
け
た
相
談

が
全
国
的
に
加
速
度
を
増
し
、
就
労
の

み
な
ら
ず
、
農
村
回
帰
、
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
相
談
も
過
去
最
高
を
更
新

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市
は
他
の

地
域
に
負
け
な
い
受
け
入
れ
る
環
境
と

内
容
を
十
分
備
え
て
い
る
た
め
、
受
け

入
れ
実
現
に
一
層
努
力
す
べ
き
で
は
。

　
　

今
後
も
国
の
事
業
や
市
単
独
の
新

規
就
業
者
研
修
支
援
、
さ
ら
に
相
談
窓

口
の
充
実
に
よ
り
、
新
規
就
農
者
確
保

か
ら
営
農
定
着
ま
で
支
援
す
る
と
と
も

に
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
。

新
潟
空
港
を
修
理
作
業
が
で
き
る
空
港
に
と

 

日
本
一
の
植
物
資
料
室
に

山
田　

洋
子

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

新
潟
で
航
空
機
産
業
を
支
援
し
、

世
界
に
売
り
出
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

日
本
の
へ
そ
に
位
置
す
る
新
潟
空
港
に

航
空
機
の
点
検
、
整
備
、
修
理
や
分
解

な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
で
き
る
会
社

を
誘
致
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

日
本
政
府
の
核
兵
器
禁
止
条
約
参
加
と

 

奨
学
金
制
度
の
拡
充
を

平　

あ
や
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

７
月
７
日
に
国
連
は
「
核
兵
器
の

禁
止
に
関
す
る
条
約
」
を
採
択
し
た
が
、

日
本
政
府
は
署
名
し
て
い
な
い
。
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
本
市
と
し

て
、
独
自
に
国
へ
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
べ
き
で
は
。

　
　

平
和
首
長
会
議
で
条
約
制
定
を
訴

え
る
活
動
な
ど
を
行
っ
た
。
平
和
へ
の

思
い
を
発
信
し
、
核
廃
絶
と
恒
久
平
和

を
訴
え
る
こ
と
で
、
非
核
平
和
都
市
宣

言
の
趣
旨
を
世
界
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

 　
　

全
国
高
校
生
１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
で
「
経
済
的
理
由
で
大
学
進
学

で
き
な
い
」が
約
10
％
、「
給
付
型
奨
学

金
を
増
や
し
て
」
が
59
・
８
％
な
ど
学

費
負
担
の
深
刻
な
実
態
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
経
済
的
事
由
で
就
学
困
難
な
本

市
の
若
者
に
対
し
、
市
と
し
て
も
独
自

の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
て
は
。

　
　

国
お
よ
び
県
の
動
向
を
注
視
し
、

平
成
28
年
度
に
拡
充
を
図
っ
た
返
還
特

別
免
除
制
度
の
利
用
状
況
を
見
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

市
民
と
の
信
頼
と
財
政
力
指
数

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

市
長
は
市
民
党
で
あ
る
と
言
う
が
、

市
民
と
の
信
頼
が
あ
っ
て
こ
そ
言
え
る

イ
ド
の
説
明
責
任
こ
そ
先
決
だ
っ
た
と

思
う
が
、
国
民
に
対
す
る
政
権
や
諮
問

会
議
の
説
明
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

諮
問
会
議
の
議
長
で
あ
る
安
倍
首

相
が
国
会
の
閉
会
中
審
議
で
も
発
言
し

て
い
る
と
お
り
、
国
民
の
疑
念
が
晴
れ

る
よ
う
説
明
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

 　
　

新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
青
山
結
節
点

は
暫
定
状
態
で
あ
る
が
、
こ
の
状
態
は

い
つ
ま
で
続
き
、
今
後
新
た
な
進し

ん

捗ち
ょ
く

は

見
込
め
る
の
か
伺
う
。

　
　

関
係
者
な
ど
と
回
送
ル
ー
ト
や
待

ち
合
い
環
境
の
改
善
な
ど
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
本
格
整
備
の
時
期
も
、
大

き
な
要
因
と
な
る
周
辺
の
土
地
利
用
の

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

加
計
学
園
問
題
に
対
す
る
見
解
と

　

連
節
バ
ス
の
地
裁
判
決
を
受
け
て

五
十
嵐　

完
二

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
で
本
市

か
ら
獣
医
学
部
新
設
の
提
案
を
行
っ
た

が
、
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
そ
の
経
緯

に
照
ら
し
て
、
加
計
学
園
問
題
に
対
す

る
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

本
市
提
案
は
事
業
者
が
具
体
的
な

設
置
の
検
討
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
、

加
計
学
園
問
題
は
国
民
の
疑
念
が
晴
れ

る
よ
う
説
明
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

 　
　

多
額
の
税
金
を
使
う
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
連
節
バ
ス
購
入
に
関
す
る
地
裁

判
決
で
市
の
予
測
は
精
度
の
高
い
も
の

で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
一
般
バ
ス

の
み
で
路
線
再
編
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。

事
業
者
と
平
日
朝
ピ
ー
ク
時
の
直
通
路

線
を
現
状
維
持
の
14
本
で
約
束
す
れ
ば

連
節
バ
ス
購
入
は
不
要
だ
っ
た
の
で
は
。

　
　

判
決
で
は
精
度
を
高
め
る
に
は
困

難
な
事
情
が
あ
り
、
一
般
バ
ス
の
み
で

は
乗
客
増
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
が

　
　

ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
を
含

め
た
航
空
機
関
連
産
業
を
集
積
す
る
こ

と
は
、
新
潟
空
港
の
拠
点
性
向
上
の
一

つ
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
国
や
県
と
共

に
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

 　
　

植
物
資
料
室
の
池
上
義
信
先
生
の

植
物
標
本
と
積
雪
地
域
植
物
研
究
所
の

石
澤
進
先
生
の
植
物
標
本
を
合
わ
せ
る

と
標
本
数
は
全
国
５
番
目
と
な
り
、
４

番
目
の
東
北
大
学
に
肩
を
並
べ
る
。
し

か
も
日
本
海
側
で
は
確
固
た
る
地
位
と

な
る
こ
と
か
ら
、
日
本
一
の
植
物
資
料

室
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ

り
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
確
実
な
保
存
と
整
理
を
進
め
る

こ
と
が
優
先
と
考
え
る
。

区
に
お
け
る
保
育
行
政
の
強
化
と

 

難
聴
の
あ
る
中
学
生
へ
の
支
援

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

本
市
の
保
育
園
で
幾
つ
か
の
危
機

管
理
上
の
事
案
が
発
生
し
た
が
、
区
役

所
で
の
保
育
行
政
を
一
元
的
に
担
う
部

署
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
保
育
士
の
質

の
向
上
と
と
も
に
、
虐
待
対
応
や
危
機

管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
事
案
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

区
全
体
の
業
務
バ
ラ
ン
ス
や
組
織

体
制
に
関
わ
る
た
め
、
区
を
は
じ
め
関

係
部
署
で
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

 　
　

地
域
の
中
学
校
に
通
う
難
聴
の
あ

る
生
徒
に
対
し
て
は
、
授
業
や
学
校
生

活
全
般
な
ど
に
お
い
て
小
学
生
と
は
違
っ

た
支
援
や
合
理
的
配
慮
、
専
門
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
中
学
校
の
難
聴
通
級

指
導
教
室
の
設
置
、
専
門
担
当
者
に
よ

る
訪
問
支
援
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

難
聴
通
級
指
導
教
室
の
設
置
は
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
各
区
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
情
報
を
基
に
状
況
を
踏

９
月
定
例
会　
　

一
般
質
問
の
要
旨

▼  
一
般
質
問
者
は
22
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
、
全
て
市
長
答
弁
で
す
。
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